
熊
谷
市
上
之
地
内
に
お
け
る

農
地
転
用
許
可
な
ど
に
つ
い
て

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
病
院

分
院
誘
致
の
進
捗
状
況
お
よ
び

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
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まちづくり

活力アップ

昨
年
、
県
議
会
で
百
条
委
員

会
（
※
１
）
が
設
置
さ
れ
た
。

転
用
が
原
則
許
可
さ
れ
な
い
第
一

種
農
地
が
例
外
的
に
許
可
さ
れ
、

条
件
に
違
反
し
て
転
売
さ
れ
た
件

に
関
し
て
、
経
緯
や
手
続
き
を
調

査
し
た
。
そ
の
結
果
不
適
切
な
事

実
が
判
明
し
た
が
、
県
お
よ
び
市

は
本
事
案
を
見
直
し
、
再
度
適
切

な
処
分
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
は
、
当
時
、
市
の
開
発
許

可
の
見
込
み
を
確
認
す
る
な

ど
、
転
用
許
可
基
準
の
適
用
を
適

正
に
行
っ
た
。
利
益
的
処
分
の
取

り
消
し
は
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
る

法
的
安
定
性
へ
の
影
響
な
ど
を
十

分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
慎
重

な
判
断
が
要
求
さ
れ
る
。
百
条
委

員
会
の
指
摘
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
事
務
の
改
善
を
講
じ
て
い
く
。

浦
和
美
園
に
計
画
さ
れ
て
い

る
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属

病
院
の
分
院
を
誘
致
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
用
地
買
収
は
完
了
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
基
本
設
計
は

既
に
で
き
て
い
る
の
か
。さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
現
在
の
進
捗
状
況
と
合

わ
せ
て
、
新
病
院
が
開
院
す
る
ま

で
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
伺
う
。

大
学
が
貸
与
を
要
望
し
て
い

る
土
地
は
県
と
さ
い
た
ま
市

で
取
得
し
た
。
大
学
は
浦
和
美
園

駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
懸
念

し
て
い
た
が
、
理
事
長
が
現
地
視

察
し
、
学
内
で
の
建
設
推
進
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置
を
決
定

し
た
。
今
後
基
本
設
計
に
進
む
予

定
で
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
開

院
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

多
様
な
機
能
を
持
つ
街
路
樹

は
県
内
の
多
く
で
形
状
が
悪

化
し
、
豊
か
な
緑
陰
を
形
成
し
て

い
な
い
。
適
正
に
管
理
し
て
都
市

の
魅
力
向
上
に
活
用
す
る
た
め
、

新
た
な
街
路
樹
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方

針
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
本
来
の
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
新
た
な
街
路
樹
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

街
路
樹
は
都
市
の
魅
力
向
上

の
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
り
、
地
域
特
性
を

生
か
す
な
ど
市
町
村
と
連
携
し
て

今
後
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。
街

路
樹
・
樹
形
再
生
マ
ニ
ュ
ア
ル
策

定
か
ら
12
年
経
過
し
た
た
め
、
新

た
な
視
点
を
取
り
入
れ
、
安
全
で

快
適
な
道
路
空
間
の
形
成
に
向
け

て
一
定
の
見
直
し
を
進
め
る
。

農業医療・福祉

AA

A

QQ

Q

５
月
に
県
内
各
地
で
ひ
ょ
う

が
降
り
、
梨
農
家
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
県
は
５
市

１
町
で
特
別
災
害
に
指
定（
※
３
）

し
た
が
、
農
薬
や
肥
料
購
入
費
の

補
助
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

梨
は
地
域
振
興
の
役
割
も
担
っ
て

い
る
。
廃
業
農
家
を
一
軒
も
出
さ

な
い
よ
う
に
、
県
が
被
災
農
家
を

全
力
で
支
援
す
る
決
意
を
伺
う
。

降
ひ
ょ
う
翌
日
か
ら
市
町
や

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
現
地
で
被

害
軽
減
の
技
術
指
導
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
特
別
災
害
に
指
定
し
た

市
町
と
連
携
し
、
被
害
に
よ
る
掛

か
り
増
し
経
費
を
補
助
す
る
。「
彩

玉
（
※
４
）」
な
ど
埼
玉
の
梨
は

全
国
に
誇
る
特
産
品
で
あ
る
。
被

害
農
家
が
営
農
を
継
続
で
き
る
よ

う
県
が
先
頭
に
立
ち
支
援
す
る
。

A Q

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
新
た
な
担
い
手
が
誕

生
せ
ず
、
農
業
従
事
者
の
慢
性
的

な
不
足
や
荒
廃
農
地
の
増
加
が
危

惧
さ
れ
る
。
首
都
圏
に
あ
り
な
が

ら
豊
か
な
生
産
力
を
誇
っ
て
き
た

埼
玉
農
業
を
今
後
も
維
持
・
発
展

さ
せ
る
た
め
に
は
、
担
い
手
の
確

保
・
育
成
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

県
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

県
内
11
カ
所
の
就
農
相
談
窓

口
の
設
置
や
、22
カ
所
の「
明

日
の
農
業
担
い
手
育
成
塾
（
※

２
）」
で
の
技
術
習
得
支
援
な
ど

の
結
果
、
新
規
就
農
者
は
着
実
に

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
化

を
推
進
し
て
円
滑
な
経
営
継
承
を

図
る
ほ
か
、
埼
玉
農
業
経
営
塾
を

強
化
し
、
優
れ
た
経
営
感
覚
を
持

つ
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

A Q

本
県
・
群
馬
県
・
新
潟
県
は

新
幹
線
と
高
速
道
路
に
よ
り

大
変
近
く
な
っ
て
い
る
。
首
都
圏

か
ら
日
本
海
を
結
ぶ
こ
の
３
県
が

力
を
つ
け
る
た
め
に
連
携
す
る
こ

と
は
、
未
来
に
向
け
て
大
切
で
あ

る
。
平
成
25
年
の
防
災
協
定
締
結

以
外
の
こ
れ
ま
で
の
連
携
の
成
果

と
、
今
後
も
３
県
で
連
携
し
て
い

く
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

三
県
知
事
会
議
か
ら
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
相
互
補
完
に
よ
る

救
急
医
療
体
制
の
充
実
、
中
国
マ

ー
ケ
ッ
ト
開
拓
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
の
連
携
な
ど
の
成
果

が
生
ま
れ
た
。
今
年
度
か
ら
は
、

Ａ
Ｉ
な
ど
先
端
技
術
活
用
に
よ
る

農
業
生
産
性
の
向
上
や
少
子
化
対

策
の
連
携
に
も
取
り
組
み
、
今
後

も
各
分
野
で
の
連
携
を
継
続
す
る
。

埼
玉
・
群
馬
・
新
潟
３
県
の
連

携
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
の
支
援
に
つ
い
て

A Q

子
ど
も
食
堂
は
県
内
で
数
が

増
え
て
い
る
一
方
、
そ
の
運

営
に
苦
慮
し
て
い
る
方
も
い
る
。

県
で
は
、
今
年
度
か
ら
こ
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
て
支
援
す
る
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
が

何
を
支
援
す
る
の
か
。
併
せ
て
、

食
材
や
場
所
、
資
金
面
で
さ
ら
な

る
支
援
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
食
堂
実
践
者
、
衛
生

管
理
の
専
門
家
、
弁
護
士
な

ど
多
様
な
分
野
の
方
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
な
り
、
直
接
訪
問
す
る
ほ

か
、
現
場
実
習
に
よ
り
、
実
践
的

ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
支
援
す
る
。

今
後
、
こ
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
埼
玉
（
※
６
）
や
、
こ
ど
も
食

堂
応
援
基
金
（
※
７
）
な
ど
も
活

用
し
て
支
援
し
て
い
く
。

A Q

川
崎
市
や
練
馬
区
の
事
件
に

よ
り
８
０
５
０
問
題（
※
10
）

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
ひ
き
こ

も
り
へ
の
認
識
を
伺
う
。
県
は
ひ

き
こ
も
り
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
支
援
し
て
い
る
が
、

県
内
１
カ
所
の
た
め
電
話
相
談
が

中
心
で
あ
る
。
訪
問
相
談
に
も
重

点
を
置
く
べ
き
だ
が
、
現
在
の
設

置
数
が
適
切
か
ど
う
か
伺
う
。

一
度
挫
折
し
た
方
に
も
セ
カ

ン
ド
チ
ャ
ン
ス
を
用
意
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
県
で
は
、

ひ
き
こ
も
り
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
や
保
健
所
な
ど
に
加
え
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
力
も
借
り
、
昨

年
度
は
計
４
０
０
回
以
上
の
訪
問

相
談
を
含
む
相
談
業
務
を
行
っ
て

お
り
、
全
体
と
し
て
不
足
の
な
い

相
談
体
制
を
構
築
で
き
て
い
る
。

A Q

子
ど
も
食
堂（
※
５
）へ
の

支
援
に
つ
い
て

一
軒
の
農
家
も
廃
業
さ
せ
な

い
！
降
ひ
ょ
う
被
害
農
家
へ

の
さ
ら
な
る
支
援
を

今
後
の
街
路
樹
の
在
り
方
に

つ
い
て

児
童
虐
待
防
止
法
が
改
正
さ

れ
た
が
、
全
国
各
地
で
不
幸

な
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。
悲
惨

な
事
件
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
対

策
を
伺
う
。
ま
た
、
虐
待
根
絶
の

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
人
で
あ
る
。

児
童
相
談
所
の
人
事
異
動
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
、
人
間
関
係
の
構

築
が
必
要
な
事
例
に
対
処
す
る
体

制
は
取
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

増
加
す
る
虐
待
通
告
に
迅

速
・
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

草
加
児
童
相
談
所
の
設
置
や
職
員

増
員
に
よ
る
体
制
強
化
、
専
門
研

修
に
よ
る
職
員
の
資
質
向
上
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
業
務
の
継

続
性
も
求
め
ら
れ
る
職
員
は
配
置

年
数
を
比
較
的
長
く
す
る
な
ど
、

業
務
で
培
っ
た
能
力
を
最
大
限
生

か
せ
る
人
事
異
動
を
行
っ
て
い
る
。

A Q 子
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題

虐
待
事
件
を「
０
」
に
す
る

た
め
に

埼
玉
農
業
の
担
い
手
の
確
保
・

育
成
に
つ
い
て

　6月定例会の一般質問は、6月
21日から、15人の議員が質疑・
質問を行い、活発な論議が行わ
れました。

6 月 21 日（金曜日）

木下高志
（自民）

松坂喜浩
（県民）

水村篤弘
（民主フォーラム）

6 月 24 日（月曜日）6 月 25 日（火曜日）

関根信明
（自民）

秋山もえ
（共産党）

萩原一寿
（公明）

山口京子
（自民）

八子朋弘
（県民）

松澤　正
（自民）

県
は
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
高

次
脳
機
能
障
害
児
者
を
支
援
し
て

き
た
。
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
（
※
９
）
を
活
用
し
て
、
さ

ら
に
支
援
体
制
整
備
を
進
め
て
は

ど
う
か
。
本
人
の
社
会
的
孤
立
防

止
や
家
族
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
を
働
き

掛
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

身
近
な
地
域
で
相
談
対
応
す

る
た
め
、
昨
年
度
、
川
越
市

と
春
日
部
市
の
２
カ
所
に
相
談
窓

口
を
新
設
し
た
。
基
金
の
活
用
も

含
め
、
地
域
の
支
援
拠
点
の
充
実

な
ど
を
今
後
検
討
す
る
。
医
療
と

福
祉
の
連
携
に
焦
点
を
当
て
た
実

践
的
研
修
を
今
年
度
か
ら
行
い
、

高
次
脳
機
能
障
害
児
者
を
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
。

A Q 高
次
脳
機
能
障
害（
※
８
）児

者
支
援
に
つ
い
て



●県庁舎の建て替えについて
●8050問題に対する取り組みについて
●住民参画と協働による公園運営について
●「全国学力・学習状況調査」の結果に基づく本県の教育水準について
●新生児聴覚検査について
● LGBTQ/SOGI（ソジ）に関する差別のない社会を
●旧小児医療センター跡地の活用について
●健康長寿埼玉プロジェクトについて
●県産米の安定生産に向けての取り組みについて
●がん先進医療について
●インクルーシブ教育の推進について
●東埼玉道路の進捗状況と圏央道までの延伸について
●市町村に対する支援の在り方について
●密集市街地の改善について
●令和2年度の国の施策に対する提案・要望における医学部の新設について

その他の主な質疑・質問

3

※ 1 百条委員会 
議会の議決により設置される、地方

自治法第１００条に基づく調査権を委任
された特別委員会およびその通称。当
該普通地方公共団体のほとんどの事務
を対象に調査することが可能で、必要
な場合は、関係者に出頭、証言、記録
提出の請求ができる。請求を受けた者
がこれを正当な理由なく拒んだ場合に
は罰則が適用されるなど強力な調査権
限を有する。

※ 2 明日の農業担い手育成塾
市町村・農協・農林公社・農業委員

会などの関係機関が連携し、農業大学
校卒業程度の一定レベルの研修を修了
した新規就農希望者に対して、実践研
修・農地確保・資金相談などの実施に
より円滑な就農を支援する。

※ 3 特別災害に指定
農業経営に特に影響があると認めら

れる災害（降ひょう、降霜、豪雨、干
ばつなど）が発生した場合、埼玉県農
業災害対策特別措置条例に基づき、知
事がその災害を「特別災害」として指
定する。県や市町村は、指定された災
害により被害を受けた農業者に対して、
病害虫の防除用農薬や樹勢の回復用肥
料などの購入費用の助成措置などの支
援を行う。

※ 4 彩玉（さいぎょく）
県の農林総合研究センター園芸研究所

（現：農業技術研究センター）で育成さ
れた埼玉県のオリジナル品種の梨の一
つ。大きくジューシーで甘いのが特徴。

※ 5 子ども食堂
親の貧困や共働きなどにより、満足

に食事を取れなかったり、一人で食事
をせざるを得なかったりする子どもの
ために、ＮＰＯ法人やボランティア団体
などが無料または低額で食事を提供す
るほか、多様な学習や体験の機会を提
供している。親や地域の多様な世代の
人々の居場所にもなっている。

※ 6 こども応援ネットワーク埼玉
貧困の連鎖の解消に向けて社会貢献

活動などを行う団体・企業・個人が会
員のネットワーク。会員同士のマッチン
グも行っており、例えば、備蓄食料や
空きスペースを有効活用したい企業、
野菜などを提供したい県民の方を子ど
も食堂などとつないでいる。

※ 7 こども食堂応援基金
貧困の連鎖を解消し、埼玉県内のす

べての子どもたちが将来の夢や希望が
かなえられるようにするために新たに

設置された基金。企業などの団体や個
人からの寄付金を財源とし、子ども食
堂などの立ち上げや運営のための資金
に役立てられる。

※ 8 高次脳機能障害
けがや病気により負った脳の損傷に

より、物忘れなどの記憶障害、ぼんや
りしていてミスが多いなどの注意障害、
自分で計画を立てて物事を実行できな
いなどの遂行機能障害、自己中心的に
なり暴力を振るうなどの社会的行動障
害などの症状が現れ、日常生活または
社会生活に制約がある状態のこと。

※ 9 地域医療介護総合確保基金
法律に基づき、各都道府県に設置さ

れた財政支援制度のこと。各都道府県
は策定した計画に基づき、団塊の世代
が75歳以上となる2025年に向け、在
宅医療・介護の推進、医療・介護従事
者の確保などの事業に活用する。

※１０　８０５０問題
高齢で働けなくなり生計に不安を抱

える80代の親が、自立できない事情
を抱える50代の子どもを支え、生活に
困窮したり、社会から孤立してしまった
りする問題。

※１1　コミュニティ・スクール
保護者や地域住民などから構成され

る学校運営協議会を設置し、学校運営
の基本方針を承認したり、教育活動な
どについて意見を述べ、学校と保護者
や地域の住民が共に知恵を出し合いな
がら、児童生徒の豊かな成長を支えて
いく仕組み。

※１2　スクールソーシャルワーカー
教育に関する知識に加え、社会福祉

などの専門的な知識や技術を用いて、
児童生徒が置かれたさまざまな環境に
働き掛けたり、関係機関などとのネット
ワークを活用したりして、問題を抱え
る児童生徒の家庭環境などに対して支
援を実施する専門家のこと。

※１3　特殊詐欺
親族や市町村・金融機関職員などを装

い、電話などの手段を用いて現金など
をだまし取る犯罪の総称。キャッシュカー
ドをだまし取ったり、無人ＡＴＭへ誘導
して振り込ませたりする手口がある。

※１4　埼玉県特殊詐欺撲滅条例
特殊詐欺の被害防止に関して県の責

務・県民の役割・金融機関の役割などを
明らかにするとともに、特殊詐欺の被
害防止に関する対策を総合的に推進す
ることにより、県民の財産を守ることを
目的とした条例。

用 解語 説 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

埼玉県議会 検索埼玉県議会のホームページで、一問一答形式にした質疑質問・答弁の全文や、定例会の概要などをご覧いただけます。各種検索サイトから

安心・安全

教育

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
※
11
）を
拡
大
す
る
一
方
、

午
後
６
時
前
後
に
学
校
を
留
守
番

電
話
体
制
に
す
る
の
は
、整
合
性

が
取
れ
な
い
。教
員
を
増
員
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、学
校
も
留
守
番

電
話
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、こ
れ

ま
で
の
学
校
の
役
割
と
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
る

が
具
体
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
改
革
の
柱
は
教
員
の
働

き
方
改
革
と
社
会
に
開
か
れ

た
学
校
運
営
で
あ
る
。
留
守
番
電

話
を
含
む
教
員
の
働
き
方
改
革
で

効
果
的
に
時
間
を
配
分
し
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
※

12
）
な
ど
専
門
的
人
材
の
配
置
や

地
域
の
教
育
資
源
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
で
役
立
つ
と
実

感
で
き
る
教
育
を
充
実
さ
せ
る
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
の
在
り
方

に
つ
い
て

県
は
災
害
用
備
蓄
物
資
を
備

え
る
防
災
拠
点
校
の
う
ち
近

く
に
避
難
所
が
な
い
学
校
体
育
館

に
空
調
機
器
用
の
電
気
設
備
を
整

備
す
る
と
し
て
い
る
。
災
害
時
の

避
難
所
と
し
て
の
活
用
も
考
え
、

可
動
式
の
エ
ア
コ
ン
で
は
な
く
、

設
置
式
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
前
提

と
し
て
電
気
設
備
を
整
備
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

体
育
館
に
設
置
式
エ
ア
コ
ン

を
整
備
す
る
と
初
期
投
資
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
高
額
に
な

る
た
め
、
早
期
に
整
備
可
能
な
災

害
対
応
用
電
源
を
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
を
用
い
て
整
備
し
、
災

害
時
に
可
動
式
エ
ア
コ
ン
で
対
応

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
整
備
に

よ
り
設
置
式
エ
ア
コ
ン
に
も
対
応

可
能
な
電
気
容
量
を
確
保
で
き
る
。

幼
稚
園
児
が
犠
牲
に
な
っ
た

大
津
市
の
交
通
事
故
で
は
検

証
後
、
改
善
策
と
し
て
交
差
点
の

信
号
待
ち
地
点
に
車
止
め
の
防
護

柵
を
設
置
し
た
。
横
断
歩
道
の
青

信
号
の
時
間
延
長
な
ど
、
小
さ
な

工
夫
か
ら
も
大
き
な
安
心
を
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め

に
重
要
と
な
る
通
学
路
安
全
総
点

検
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
14
年
度
か
ら
５
年
に
１

回
、
学
校
関
係
者
や
保
護
者

に
よ
る
通
学
路
安
全
総
点
検
を
実

施
し
て
い
る
。
平
成
28
年
度
の
点

検
結
果
に
基
づ
き
５
年
間
の
通
学

路
整
備
計
画
を
策
定
し
、
防
護
柵

や
路
面
標
示
な
ど
の
対
策
を
進
め

て
お
り
、
２
カ
年
で
全
体
の
６
割

が
完
了
し
た
。
引
き
続
き
通
学
路

の
安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

昨
年
度
、
議
員
提
案
に
よ
り

埼
玉
県
特
殊
詐
欺
撲
滅
条
例

（
※
14
）
を
制
定
し
た
が
、
毎
日

の
よ
う
に
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

水
際
で
の
未
然
防
止
策
と
多
方
面

か
ら
の
見
守
り
機
能
の
強
化
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
条
例
の

制
定
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

「
カ
ー
ド
を
回
収
し
に
行
く
」

と
銀
行
員
な
ど
を
装
っ
た
虚

偽
の
電
話
が
集
中
し
た
地
域
に
警

察
官
を
投
入
し
、
検
挙
を
進
め
て

い
る
。
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
や
戸

別
訪
問
な
ど
も
引
き
続
き
推
進
す

る
。
条
例
制
定
後
、
手
口
な
ど
の

情
報
提
供
の
充
実
や
出
前
講
座
の

実
施
な
ど
で
、
特
殊
詐
欺
撲
滅
に

向
け
た
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

県
立
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
整
備
に
つ
い
て

通
学
路
安
全
総
点
検
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

特
殊
詐
欺（
※
13
）へ
の
対
応

に
つ
い
て

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

死
亡
事
故
が
全
国
各
地
で
相

次
ぎ
、
対
策
が
急
務
で
あ
る
が
、

免
許
返
納
に
は
課
題
も
多
い
。
高

齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
加
害
者
と
な

ら
な
い
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ

ル
の
踏
み
間
違
い
な
ど
を
防
止
す

る
装
置
の
購
入
費
用
補
助
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

平
成
28
年
度
か
ら
高
齢
者
向

け
の
安
全
運
転
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
講
習
会
な
ど
を
実
施

し
た
。
免
許
返
納
を
促
す
た
め
、

昨
年
度
か
ら
相
談
に
応
じ
る
職
員

の
派
遣
な
ど
市
町
村
を
支
援
し
て

い
る
。
踏
み
間
違
い
に
よ
る
急
発

進
防
止
装
置
は
補
助
の
必
要
性
に

つ
い
て
国
な
ど
の
動
向
を
研
究

し
、
普
及
の
施
策
を
検
討
す
る
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

事
故
対
策
に
つ
い
て

A Q
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